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暮
ら
す

　
広
報
ひ
ら
ど
４
月
号
で
紹
介
の
施
政
方

針
の
中
で
、
平
成
29
年
度
は
特
に
人
口
減

少
対
策
に
重
点
化
を
図
る
と
し
て
、
平
戸

市
総
合
戦
略
を
紹
介
し
ま
し
た
。「
雇
用

の
促
進
」「
産
業
の
振
興
」「
子
育
て
支
援
」

「
定
住
・
移
住
の
促
進
」を
基
本
目
標
と
し

て
、
予
算
を
重
点
配
分
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
と
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
実

施
し
た
施
策
が「
ど
の
く
ら
い
効
果
が
あ
っ

た
の
か
」を
数
値
化
し
て
把
握
す
る
こ
と
も

重
要
で
す
。

　
ま
た
、
実
際
に
こ
の
施
策
を
活
用
し
て

事
業
を
行
っ
た
人
た
ち
が
、
ど
ん
な
思
い
で

移
住
や
創
業
し
て
き
た
の
か
を
把
握
す
る

こ
と
で
、
よ
そ
と
は
違
う
平
戸
市
の
魅
力

が
何
か
を
見
い
だ
す
こ
と
が
、
平
戸
市
が

目
指
す
将
来
像
の
強
み
と
な
り
ま
す
。

　
「
平
戸
の
魅
力
は
何
で
す
か
？
」と
質
問

さ
れ
る
と
、
自
然
・
文
化
・
歴
史
・
新
鮮

な
野
菜
や
海
産
物
な
ど
が
思
い
つ
き
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
は
全
国
１
，
７
４
１
あ
る

市
町
村
の
半
数
以
上
が
こ
う
答
え
る
で

し
ょ
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
魅
力
は
平
戸
だ
け

で
な
く
、
他
の
自
治
体
の
魅
力
で
も
あ
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
平
戸
で
暮
ら
す
移

住
者
や
、
創
業
ま
た
は
事
業
拡
大
し
た
人

た
ち
の
取
り
組
み
を
取
材
し
ま
し
た
。
そ

こ
か
ら
見
え
る
よ
そ
に
な
い
平
戸
独
自
の

「
魅
力
」を
紹
介
し
ま
す
。

　
全
国
的
に
も
、
ふ
る
さ
と
納
税
は
お
礼

の
品
や
寄
附
金
額
に
注
目
が
集
ま
り
が
ち

で
す
が
、
そ
の一方
で
そ
の
財
源
が
ど
れ
だ

け
地
域
産
業
の
活
性
化
や
観
光
振
興
、
移

住
定
住
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
は
あ
ま
り
話

題
に
な
って
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
は
災
害
時
の
復

旧
・
復
興
に
必
要
と
な
る
資
金
調
達
を
支

援
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
平
戸
市
で
は
、

全
国
か
ら
寄
附
さ
れ
た
ふ
る
さ
と
納
税
で
、

地
域
の
課
題
解
決
や
災
害
支
援
な
ど
、
新

た
な
事
業
を
支
援
で
き
る
よ
う
な
施
策
に

取
り
組
み
、
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

移　住（UIターン）

創業支援

平成２８年度の実績

そのうち

が市の事業に活用されました。
888,697,426円

寄附件数・金額

26,909件
1,652,835,392円
うち熊本震災代理受付分
　1,694件　48,875,678円 ）（

ふるさと納税

３３世帯79人
≪内　訳≫
九州45人・関東12人・関西11人・東海８人
中国２人・東北１人

１４事業所
≪内　訳≫
飲食業4件・宿泊業3件・食料品製造業1件
自動車板金業1件・左官業1件・医療業1件
理容業1件など

こ
の
平
戸
で

ま
　
　
　
　
ち

※創業支援事業所の件数は、市の補助金または会
　議所、商工会の支援を受けて創業した数。

※市が実施した移住定住補助申請を介して移住し
　た人の数で、長崎県内からの移住者も含む。

平
戸
な
ら
で
わ
の「
魅
力
」

平
戸
市
の
目
指
す
将
来
像

ふ
る
さ
と
納
税
を
財
源
に

特
　
集

平戸市は、全国の皆さんからのふる
さと納税を財源として、これまでさ
まざまな事業を実施しました。そし
て、その事業によって、市内の事業
者が新たに創業したり、事業拡大が
図られました。また、平戸にＵＩター
ンで移住してくる人たちも増えてい
ます。平戸で暮らすことで、新たな
魅力も見えてきました。

特集ー暮らすこの平戸でー
ま ち



特集ー暮らすこの平戸でー
ま ち

平戸に移住して創業根獅子は宝の山
海の幸はもちろん山の幸も魅力的でした
しかし、移住への一番の決め手は
地域の人たちとの繋がりに魅力を感じたこと

定住してくれたことに感謝し
私たち地域の人たちも支援します

　吉田さんは、地域おこし協力隊として家族ぐ
るみで移住してきたので最初は不安な思いも
あったようです。私たちの地域も、若い人材
の都市部への流失で地域行事の人手不足や高
齢化、またイノシシ被害など地域がかかえて
いる課題がありましたが、吉田さんたちが定
住して地域活動や行事にも参加してくれて、い
ろんな面で活気がでてきました。
　そして、何より地域のしきたりなどを知ろう
として地域に溶け込んでくれたことがとてもあ
りがたかったです。今後は、吉田さん家族が
快適な生活が送れるよう、自分たち地域も一
丸となって、いろんなことに協力していこうと
思っています。

根獅子集落機能
再編協議会　会長

濵﨑 保久さん

平
戸
を
選
ん
だ
わ
け

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
開
業

　
吉
田
さ
ん
家
族
は
、
京
都
の
山

間
部
で
自
給
自
足
の
生
活
を
行
う

団
体
に
佑
介
さ
ん
が
勤
務
し
て
い

た
こ
ろ
、
独
立
を
考
え
て
い
た
時

に
、
平
戸
に
い
る
友
人
を
訪
ね
た

の
が
根
獅
子
町
へ
移
住
す
る
き
っ

か
け
で
し
た
。
そ
こ
で
、
ア
ウ
ト

ド
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
の
雄
大

な
自
然
、
友
人
を
介
し
た
地
域
の

人
と
の
繋
が
り
に
魅
力
を
感
じ
、

１
週
間
の
滞
在
中
に
移
住
を
決
意

し
仕
事
と
住
居
を
決
め
た
そ
う
で

す
。
そ
し
て
平
成
27
年
９
月
、
平

戸
市
へ
移
住
し
ま
し
た
。

　
移
住
後
、
根
獅
子
町
の
協
議

会
が
募
集
し
て
い
た
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
こ
と
を
知
り
、
す
ぐ
に

応
募
し
、
７
カ
月
間
従
事
し
ま
し

た
。
主
な
業
務
と
し
て
は
、
地
域

振
興
活
動
の
補
助
、
イ
ベ
ン
ト
運

営
、
農
家
の
作
業
を
手
伝
う
な
ど

で
、
地
域
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
も
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
任
期
を
終
え
た
後
は
、
根
獅

子
町
の
空
き
家
を
改
修
し
定
住
し

ゲストハウス　山彦舎

　 吉田　  佑介さん
　　　　 綾子さん
　　　　　　 果歩ちゃん

地域の声 -interview‐
　　

　

暮
ら
し
始
め
て

地
域
の
ル
ー
ル
を
尊
重

　平成29年４月、根獅子町にゲストハウス山彦舎を
オープン。昔ながらの古民家を地域の人や仲間たちと共
に改修。一棟貸しで1日１組限定の自炊型素泊まり宿泊
所として営業しています。
　ゲストハウスの管理運営は綾子さんが行い、佑介さん
は、アウトドアガイドの他、イノシシの捕獲や環境整備な
ど、地域の人たちと共に活動しています。

‒  ‒  ‒  ‒  Prof ile  ‒  ‒  ‒  ‒
やまひこしゃ

ま
し
た
。
ま
た
、
京
都
時
代
に
ア

ウ
ト
ド
ア
ガ
イ
ド
を
し
て
い
た
の
で
、

平
戸
の
自
然
の
魅
力
を
伝
え
る
た

め
に
適
し
た
活
動
と
し
て
、
移
住

後
に
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
ガ
イ
ド
の
資
格

を
取
得
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
市

内
の
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
団
体
に
も
所
属
し
、
カ

ヤ
ッ
ク
の
体
験
ガ
イ
ド
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
他
、
移
住
前
に
狩
猟

免
許（
わ
な
猟
）を
取
得
し
捕
獲

と
解
体
技
術
を
学
ん
で
い
た
の
で
、

現
在
は
平
戸
猟
友
会
に
属
し
、
地

域
に
お
け
る
獣
害
対
策
の一員
と
し

て
従
事
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域

の
人
と
共
に
農
作
業
や
伐
採
作
業

な
ど
を
行
っ
た
り
、
空
き
家
問
題

の
解
決
の
た
め
に
大
工
技
術
を
学

び
、
家
屋
の
保
全
な
ど
に
努
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
佑

介
さ
ん
）

　
移
住
す
る
に
あ
た
り
、
心
が
け

て
い
る
こ
と
は
、
地
域
の
人
た
ち

に
、
溶
け
込
む
こ
と
で
す
。
よ
そ

の
地
域
か
ら
移
住
し
て
く
る
と
、

そ
の
地
域
の
し
き
た
り
な
ど
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
町
内
の
行
事
・
神

事
・
役
・
農
作
業
な
ど
に
参
加
し

地
域
の
人
か
ら
多
く
の
こ
と
を
教

わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、Ｉ
タ
ー
ン

者
・Ｕ 

タ
ー
ン
者
・
地
元
の
人
を

含
む
周
囲
の
友
人
た
ち
と
、
ゆ
る

や
か
に
繋
が
る
持
続
的
な
地
域
お

こ
し
を
模
索
し
、
活
動
す
る
際
は

互
い
に
助
け
合
う
こ
と
を
大
事
に

し
て
い
ま
す
。（
佑
介
さ
ん
）

　
根
獅
子
町
で
、
暮
ら
し
て
い
く

中
で
、
根
獅
子
に
は
美
し
い
白
浜

と
青
く
澄
ん
だ
海
が
あ
り
、
多
く

の
人
が
訪
れ
る
も
の
の
、
滞
在
す

る
宿
泊
施
設
が
ほ
と
ん
ど
無
い
と

い
う
こ
と
を
知
り
、
眺
望
が
素
晴

ら
し
い
立
地
を
活
か
し
、
古
民
家

を
改
修
し
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
多
く
の
人

の
支
援
に
よ
り
、
成
し
得
た
移
住

と
空
き
家
再
生
な
の
で
、
旅
の
拠

点
と
し
て
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
ほ
か
、

空
き
家
再
生
モ
デ
ル
や
ロ
ー
カ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
、
移
住
相
談
の

窓
口
と
し
て
、
ご
恩
と
ご
縁
を
社

会
に
還
元
し
て
い
け
た
ら
と
思
って

い
ま
す
。（
綾
子
さ
ん
）

▲ゲストハウスから見える根獅子の海の風景。

▲室内にはハンモックなどもあります。

山彦舎 （やまひこしゃ）
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「
や

らん
ば！平戸」応援基

金

を

活用して整備しま
した

特集ー暮らすこの平戸でー
ま ち

市内在住者

Uターン者

新規転入者

住宅取得支援事業

中古住宅改修費用支援事業

移住費用支援事業

にぎわいづくり支援事業補助金

平戸市中小企業創業支援資金

注意事項

対象者
平成27年４月１日以降に転入した人で市内の中古住宅を
取得する人または市内に中古住宅を所有している人
補助内容
居住を目的とした家屋の改修経費および放置されて
いた家財道具の撤去に要する経費の２分の１（上限50
万円）
※平戸市の空き家バンクに登録した物件に限ります。
※新規転入者住宅取得支援事業における中古住宅取
　得の補助と併用利用可

対象者
平成27年４月１日以降に定住を目的として移住する
人（※市内外の事業所間で転勤する人を除く）
補助内容
市外から移住する際に生じる荷物運搬料および交通
費（有料道路代、燃料費など）の３分の２（上限20万円）

　補助金の交付を受けて５年以内に住宅を売り渡
したり、居住しなくなった場合、または本市から
転出することとなった場合は、補助金の全部また
は一部を返還していただく場合もあります。

対象者
市内在住者で、市内業者により住宅を新築する人
補助内容
住宅取得費の３％または30万円のいずれか低い額
ただし、高校生以下の子どもが同居する世帯は、高校生
以下の子ども１人につき10万円加算

対象者
Ｕターン者またはその2親等以内の親族で、市内に住宅
を所有している人　
※Ｕターン者とは、平成24年4月1日以降に転入した人
　で、過去に市内に住んでいたことのある人
補助内容
Ｕターン者またはその2親等以内の親族が所有する市内
の物件で、Ｕターン者の居住を目的とした家屋の改修経
費の2分の1（上限50万円）

対象者
新規転入者で市内において住宅を取得する人
補助内容
市内業者が施工する新築住宅取得費の10％または200
万円のいずれか低い額
市外業者が施工する新築住宅取得費の５％または100万
円のいずれか低い額
中古住宅（宅地代含む）中古住宅取得費の７％または50
万円のいずれか低い額
※中古住宅は、平戸市の空き家バンクの登録物件に限り
　ます。

　「グリーンヒルズ」を
市から購入し、新築した
場合は20万円を加算

check

創業支援事業

移住・定住支援事業

平成29年度創業支援・移住定住支援の取り組み

平成２８年度は、全

国の皆さんから寄

附されたふるさと

納税から、この２つ

の支援事業に約５

千万円が財源とし

て活用されました。

今後も、平戸市は、

暮らしている人が

元気になる取り組

みを支援します。

都会でなく地元で自分がやりたい夢を実現

≪Uターン者≫ ≪市内在住者≫

平戸に帰ってきて創業 平戸で暮らして創業

　平成２９年３月に、平戸市の創業支援事業を活用して、
ヘアーサロン「ｂlissful」を開業した石橋さん。地元の高
校を卒業後、愛知県で働きながら専門学校に通い、卒
業後も美容師として名古屋で13年間、佐世保市の理容
室で７年間従事していました。そのため、男女問わず、
全ての年代を受け入れる技術をその間に身につけました。
　「佐世保で働いている時から地元で独立して自分の店
をもちたいという夢はもっていて、佐世保勤務の時に、

上司が独立するとい
うことで、一緒にお手
伝いをした時に、自
分も独立したいという
気持ちになりました」
と話していました。

　お店の名前が「至福の時」と
いう意味なので、開業するに
あたって、内装などにもこだ
わり、木をふんだんに使って
お客さんがリラックスできる、
居心地のいい空間を目指しま
した。また、髪を切る時には、人それぞれ顔や骨格が違
うので、その人にあわせた理想のスタイルを提案してい
ます。
　今後は、若い人だけでなく、老若男女の憩いの場と
して愛されるような場所になればと思っています。

両親が積み上げてきた「意志」を引き継ぐ

補助を活用して規模拡大リラックスできる空間を

　繁殖雌牛の新規導入を目的に、ふるさと納税を財源と
して、平成28年度ずっと住みたいまち創出プロジェクト
の「平戸式もうかる農業実現支援事業」を活用した森﨑さ
ん。学生時代から、両親が営んでいた畜産業を手伝い
ながらも、一度は建設業、サービス業など別の仕事に従
事してきました。
　転機となったのは平成27年に「このままでは、両親が
積み上げてきた”意志”を引き継ぐ者がいなくなる」と危

機を感じて新規就農。現
在は、奥さんと子どもに
囲まれながら、平戸の農
業をさらに発展させるべ
く、努力と研究を続けて
います。

　私は「肥育」だけでなく、種
付けから子牛まで育てて出荷
する「繁殖」にも取り組み、自
分なりの工夫を入れることで、
さらに事業を拡大できないか
と考えました。
　しかし、繁殖農家の場合、起業するための資金を準備
するのも大変です。市役所の担当課へ何度も相談に伺っ
たり、仲間うちで情報を共有して、認定を受け補助を申
請しているところです。今後は、経営規模を拡大するた
めに新しい牛舎を建設していけたらと思っています。

紐差町

森﨑　啓好さん

生月町

石橋　幸喜さん

対象者
①新たに創業する人、
②創業後５年未満の人、または実質的な事業開始から５年未満の人
補助内容
本市で実例のない、創造的技術、アイデアなどにより新たな事業
に取り組む事例で次のいずれかに該当する事業を行う人
■製品やサービスなどに新規性や創造性がある先駆的な事業
■市場性や成長性が期待できる事業
■市内の雇用増加が期待できる事業
（対象経費の2/3以内で限度額50万円）

ものづくり創業支援事業補助金

創業支援促進事業
対象者
市内に事業所を設置し、または設置しようとしている人で製造業、情
報通信業を営む人
補助内容
対象経費の３分の２以内（離島地区は４分の３以内）で、１事業当たり
上限500万円
（対象経費が75万円未満の場合は対象外）

創業支援事業
対象者
市内に事業所を設置し、または設置しようとしている人で卸売業、小
売業（無店舗小売業を除く）、宿泊業、飲食業、医療業、福祉業、サー
ビス業などを営む人
補助内容
対象経費の2/3以内（離島地区は3/4以内）で、１事業当たり上限
100万円（対象経費が75万円未満の場合は対象外）
※空き店舗などを活用する場合は、上限200万円（対象経費が150
　万円未満の場合は対象外）

対象者
市内において新たに創業しようとする人、または創業後一定期間
未満の人※別途、詳細な条件があります。
補助内容
【利率】1.4％/年【融資の種類】運転資金・設備資金
【融資限度額】1,000万円（特定創業支援認定者は1,500万円）
【融資期間】運転資金は７年以内（うち据置１年）、設備資金は10年
以内（うち据置１年）
【保証人】特別な事情がある場合を除き法人代表者以外は不要
【保証料】市が全額保証

皆さんも、市の支援事業を使って、創業、定住しませんか？
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※その他、平戸起業塾・個別創業相談会なども随時開催しています。

ひろよしこうき



特集ー暮らすこの平戸でー
ま ち

平成29年度ふるさと納税の活用事業の取り組み

「まちづくりの基本は人づくり」であ
ることから、地域のリーダーとして
活躍する人材や産業、教育、福祉
などさまざまな分野で地域を支え
る人材の確保と育成を図り、市民
が互いに支え合う温かみのあるま
ちの実現を目指します。

平戸の魅力である豊富な農林水産
物や、海外との交流によって形成さ
れた特色ある歴史文化などの地域
資源を、地域の「宝」へと磨き上げ
ます。そして、その宝を観光や産
業振興に活かし、地域の活性化や
交流人口の拡大につなげます。

農林水産業などの地場産業の振興
や、企業誘致による雇用の創出を
推進します。また、子育て世代や高
齢者に対する福祉の充実を図り、
市民が地域に誇りと愛着を持ち
「ずっと住み続けたい」まちづくりを
目指します。

輝く人づくり
（充当予定額 71,966千円） （充当予定額 2,079,493千円） （充当予定額 276,847千円）

宝を磨き活かす

やらんば燦燦プロジェクト
ずっと住みたいまちの創出

地域の課題解決に特化した取り組みも!

ガバメントクラウドファンディング（GCF）
　ガバメントクラウド
ファンディング（GCF）と
は、政府（自治体）が行
うクラウドファンディン
グです。事業主体は、
自治体であり、寄附金
額すべてがふるさと納
税の対象となります。寄
附者の意思を直接反映することができる、課題解決に特
化したふるさと納税の形です。
　平戸市も、今後はGCFなどを活用しながら、地域課題
解決に向けた取り組みを市民と一緒になって支援していき
ますので、ぜひご活用ください。

　
夢
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
苦
難
が
伴
い
、
移
住

す
る
時
や
、
創
業
す
る
時
は
特
に

不
安
に
な
る
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。
そ
ん
な
時
に
、
こ
の
ま
ち
の

支
援
の
手
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
平
戸
市
は
、
移
住
希
望
者
が
よ

り
快
適
に
移
住
し
や
す
い
環
境
、

創
業
希
望
者
が
新
し
い
こ
と
に
挑

戦
し
や
す
い
風
土
を
育
て
て
い
き
ま

す
。
地
元
民
は
も
ち
ろ
ん
、
移
住

者
の
人
た
ち
も
創
業
を
実
現
で
き

る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
策
を

推
進
し
ま
す
。

　
今
回
紹
介
し
た
事
例
以
外
で
も
、

市
内
の
各
地
に
お
い
て
創
業
ま
た
は

規
模
拡
大
し
た
事
業
者
が
い
ま
す
。

多
く
の
人
た
ち
が
創
業
し
た
り
規

模
拡
大
す
る
こ
と
で
、
夢
の
実
現

と
同
時
に
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
職

業
の
選
択
肢
の
多
様
化
を
実
現
し
、

ま
ち
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

平
戸
で
暮
ら
す
中
で
、
地
域
の
人

た
ち
や
行
政
と一緒
に
新
し
い
こ
と

に
挑
戦
で
き
、
ま
ち
の
活
性
化
に

貢
献
で
き
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、
よ
そ

に
な
い
平
戸
の「
魅
力
」で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

夢
を
実
現
で
き
る
ま
ち

松浦市

≪地域課題解決に特化した GCFの例≫

波佐見町

長野県軽井沢町　

新しい生鮮加工品や観光プログラム
の商品を開発し、島の産業を活性化

「青島1000年漁」を未来
へ残そう

町のみんなから愛される旧講堂を蘇ら
せるために

「旧波佐見中央小学校講
堂兼公会堂」復活

世界中の教育機会に恵まれない子ど
も達に日本で学ぶ機会を！

全寮制国際高校ISAK開校
「世界を変革できる人」を育てる

【地域を担う人材の育成】 【文化遺産や地場産品を活用】 【愛されるまち“平戸”を目指して】

ふるさと納税は、日本で唯一の税金の使い道が指定できる制度です。全国から寄
せられた寄附金は、平戸市総合計画の中で特に重要な事業、「やらんば燦燦プロ
ジェクト」で設定している３つの事業に活用する予定です。

さんさん
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